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材　料　及　び　方　法

　材料の網糸の規格は第ユ表の通りで，合成繊維工！種と植物繊維3種を使用した。これ等の網糸を単線のま

ま約25emずつ結び合せて各水位に固定張りした。　採苗は島原市猛島海岸の隠場で行い，水位は基準潮位

200cmを中心に20cmの間隔で上下9段階に張込んだ。

　また資材の吸水及び放水の測定は9月29日基準水位200cmに張込んだものと対照の網糸で同時に行った。

浮泥附着量は9月29日とIO月　29日張込んだ，工20，　L60，200，240，280cmの各水位の網糸について測定した。

結 果

　1種場のPt般環境
　実験を行った島原市猛島海岸は有明海でも外洋水の影響の強い所で，　ノリの種付が本格的に行われるよう

なったのは1952年以降である。一般に種の附着はZO月上旬から中旬に多く，年によって9月下旬でも良好な

附着が見られ・熊本県大浜・滑石の種場より早期にひびの建込みが行われる。また外洋性の急傾斜した漁場

であるためアオノリの附着が多いが，浮泥は有明海でも比較的に少ない所である。

第2表　実験期間の島原における水温及び比重（ユ958年）

月　　千

丁1難
・c／平均

叢／灘
…／平均

三
旬9
下

24．9

22．8

23．9

24　9

21．5

22．7

　　　　IO月
上旬　　中旬　　下旬

24．3　　　22．0　　　2ユ8

22．0　21．9　18．9

2．7．8　22．7　20．9

24．6　24．6　24．3
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24　0　23　Z　23　6
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2Z　8　236

23　一4　24．2

第3表　各潮位の1．日平均寸寸時間

＼　　潮位

翻渋
9月29日
　～ユq月Z4日

10月14日
　～工O月29日

ユ0月29日

　～11月13日

コ0月平均

120 コ、40
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ユ80
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3．23
（ユ．22）

4一．06
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3，29
（1．25）

200

4一．47

（2．ユ5）

4．32
（2．03）i

5．コ9

（2．02）

4．3B
（2，09）

220　1　240

　　1

6　07
（3．03）

5．52
（2．54一）

6．　32

（2．　47）

5．　59

（2．　59）

7．22
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（5．ユ8）

ユ0．54

（5．　22）

］ユ．33

（5．0コ）

ZO．　47

（5，　20）

島原潮位表より算出，　（　　）は昼問面出時間

　この実験ではノリの附着とともにアオノリの附着を同時に観察する目的でアオノリの多い地点を選定し

た。採苗期間の水温・比重は第2表に，各潮位における干出時問は第3表に示した。

　皿　浮　泥　附　着　量

　ひびへの浮泥の附着は胞子の着生を阻害したり，また資材の吸水匪や乾燥状態を変える。このため採苗と

も深い関係があるので，その最を測定し第工表に示した。浮泥の附着は早期に張込んだものが遅く張った網

糸より多い。



第4表
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各水位におけるノリ，アオノリの．附着率
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　また吸水量の多い資材程浮心の附蒼が多く，クレモナ，ミユーーロソ等の吸水量の多い紡績糸で浮泥が多く・

植物繊維では更に多量附着した。一方サラン，エソビロソのように吸水量の少ないもので浮泥は少ない傾向

が見られる。

　皿吸水量と放水性
　新しい網糸の吸水，放水量を網糸19当りで測定し牟結果はeg　z図の実綜のようになる。最も貸本量の多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いのはゴイルヤーソで重
　　　　第1図　各種網糸の吸水星の変化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量で約2倍になり，放水

重
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2eQ

0
0　　　　ユ　　　　2　　　　う　　　　4　　　　5　　　　6

　　　　　　　　　　時　　　間

　網糸lg当りの吸水1量，実験時の湿度75’》76％，気温ユ7・1

　～ユ8．6。C，＝新しい網糸，一一海に張込んだ網糸

　ユ．ナラソA，2．ナランB，3．サランC，4．エンビロソ

　5．クレハロソ，6、クレモナB，7．テビロソB，

　8．ミュー一一mソB，9．クレモナA，ミューuソA，テビnン：

　　　A，IO．シノユロ，11．7〈一一一ム，12．コイルヤー：／

に要：する時間も長い。パ

ームはシュロよりやや多

く吸水するが，両者とも

乾燥時より約1，8倍重く

なる。これに次いでクレ

モナ，ミ’ユーロンの短繊

維，テビロソパーロック

がほとんど同量の約O．7

9の水を含みゴム加工さ

れたもので幾分少なくな

っている。テビロン，ク

レモナ長繊維の吸水量は

。．359前後で，クレハロ

ン，エ：ソビロン，’ Tラン

は更に少なくO，1NO．29

となり，放水に要する馬

添も1時間前後で最も乾

きが早い。

　一般に合成繊維自体の

吸水性はほとんどないの

で，網糸では原糸のフィ

ラメントのデニール値が

小さく本数が多い程，吸

水量は多くなる傾向が見

られる。

　海に9月29日よりユ0月

14　Eまで基準潮位200cm

に張込み浮泥の附着した

網糸の19当りの吸水量

や放水状態は妙工図の点

線のようになる。一般に

新しい網糸と比較すると

吸水量も多くなり，放水にも・長時間を要する。特に乾燥の顕著なサラン，エソビnソ，クレハロyやテビロ

ン，クレモナ長繊維では大きな変化が見られる。

　皿［　ノリ，アオノ．りの附着忌数

網糸約5cmに就いてノリの誌面と芽の細胞数を検鏡計数し，併せてアオノリの芽数を算えた。その結果

を，それぞれの網糸の全水位のノリの附着数を！・ooとした時，各水位のノリ，アオノリの附着率で第4表A’》

Cに不した。
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　附着層は建二期によって明かに違っており，　9月29日張込みのものでは180cmの潮位で附着の良好な網糸

が多いが，潮毎に附着良好な水位は高くなり，コ0月29日張込みのものでは220Cmで附着芽数が多い。これは

従来島原沿岸の採苗に見られる傾向とほぼ同様である。第4表の附着率から網糸の吸水放水状態の類似した

資材問では附着も同じ傾向を示すのが見られる。1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2図は各種の網糸

　　　第2図　　吸水・放水性の違った網糸間のノリ・アオノリの附着数と　　　　を吸水，放水性の二つ

　　　　　　　　水位の関係（網糸ユOCm当りの母数）　　　　　　　　　　　　　た5つと）群に分けて，
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A：9月29日～ユ0月ユ4日，B：ユO月　29日’》il月13日

Oコイルヤーン，▲シュロ．・9・一ム平均，＋クレモナ・テビロン・

ミユーロソ（短繊維）平均，○テビロソ・クレモナ（長繊維）平均，

ムナラン・エンビロン・クレハロン平均

それぞれの平均附着芽

数を示した。9月29日

張込みのものについて

見ると，吸水量の最も

多いコイルヤーンでは

ノリの附議の多い水位

は200cmの潮位で，そ

れより高い水位でも割

合多くの附着が見られ

る。～欠にパーム，シュ

ロとクレモナ，ミユー

ロン，テビロンの紡績

糸では180cmの潮位で

最も附着忌数が多い

が，200cmの水位でも

附着は良好である。ナ

ラソ，エンビロン，ク

レハロン等の吸水量の

少ない乾燥度の強い網

糸では180cmで他の三

糸と同様に多くの附着

が見られるが，200cm

の水位では急に減少し

ている。テビロン，ク

レモナ長繊維は特に附

着記数が多かったが水

位による附着の傾向は

サラン等とクレモナ，

ミューロン等の紡績糸

の中間である。

　遅く建込んだ10月29

日のものでは附着の良

好な水位は220cmで高

くなってbる。また合

成繊維の乾燥度の強い

浮泥の少ないもので小さい二次芽が多数附着したため，高水位でも減数が多く，吸水性と附着の関係は不規

則な結果になっている。しかし芽の大きさなどを考慮：すれば各種網糸による附着の傾向は9月29日張込みの

ものと本質的な違いはないように観察された。

　すなわち吸水性の強い網糸では潮位の高い方にも附着層の広い巾があるが，乾燥度の強い繊維では附着層
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の巾が狭い。また良好な附着水位は

網糸の種類によって大きな違いはな

かった。

　アオノリは試験を行った年は9月

下旬と工0月下旬から11月にかけて例

年より多く附着した。合成繊維網糸

ではコイルヤーン，パームに比較し

てアオノリの附着は少ない。特に吸

水量の少なレ・網糸ほど少ない傾向が

見られる。

　V芽の大きさ
　一般に合成繊維による採苗では芽

の附着は多いが生長が遅れるといわ

れている。第3図では，サランとク

レモナ・ミユーロソの短繊維及びコ

イルヤーン・パームにつbて50，ユ00

細胞以上の芽数を全附着数と比較し

た。附着数の多い水位と大きな芽の

多い水位とは必ずしも一致せず，約

20cm低い水位で大きい芽が多い。

この傾向は二次芽の多い採苗後期に

なると更に顕著になる。

考 察

　合成繊維による採苗水位は網糸の

吸水性と関係があり，吸水性の強い

資材でノリの良好な附着水位はやや

高くなり，また附着語の巾が広い。

しかし網糸の種類による附着層の変

動は従来考えられているように大き

な違いはなかった。特に低い方では

ある水位以下になると吸水性に無関

係に附着は不良となる。

　海に張込み浮泥や珪藻が附着する

と，当然網糸の吸水量や放水時問が

変ってくる。特に乾燥度の強い繊維

では吸水性が強くなり，放水にも長

時間を要するようになる。これは泥

海などで乾燥度の強い網が適する原

因と考えられる。

　合成繊維の採苗水位について，三

浦1）は網糸の吸水，放水状態をコイ

ルヤーンと比較し理論的に出した干

出時間より検討したが，東京湾での

実際の水位は種類によってやや高い

ように言っている。有明海は東京湾



有明海島原において合成繊維11種,植 物繊維3種 の網糸を用い潮位120～280cmの9段 階でノリ,ア オノリ

の附着数を観察 し,併 せて浮泥附着量や吸水,放 水量を測定した。

1)浮 泥附着量は吸水性の強い網糸で多く,浮 泥附着後網糸の吸水,放 水性は変つてくる。

2)ノ リの良好な附着水位は吸水量の多い網糸で高くなり,附 着層の巾も広くなるが,網 糸の種類によ

る最良附着水位には大きな差はなかつた。

3)合 成繊維は植物繊維に比較してアオノ リの附着が少なかつた。


